
小諸市告示第110号 

 小諸市蓄電システム導入補助金交付要綱を次のとおり定める。 

  令和４年３月17日 

小諸市長 小 泉 俊 博  

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、太陽光の活用による自然エネルギーの更なる普及を図ることに

より、エネルギーの地産地消を促進し、低炭素社会の構築に寄与するため、蓄電シ

ステムの導入に要する経費に対し予算の範囲内で補助金を交付することについて、

小諸市補助金等交付規則（昭和36年小諸市規則第12号）に定めるもののほか、必要

な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

 (1) 太陽光発電設備 太陽電池その他の設備を用いて太陽光を変換して電気を得る

設備をいう。 

 (2) 蓄電システム 住宅等に設置されるもので、太陽光発電設備と連結し、発電し

た電力を蓄電するものをいう。 

 (3) 住宅 住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成11年法律第81号）第２条第

１項に規定する住宅（店舗との併用住宅を含み、賃貸集合住宅を除く。以下同

じ。）をいう。 

 (4) 対象設備 市内に存する住宅の屋根又は壁に設置する太陽光発電設備（太陽光

発電設備を構成する設備の一部のみを設置する場合を除く。以下同じ。）で発

電した電力を蓄電する蓄電システム（蓄電容量が４キロワット時以上で、太陽

光発電設備と共に設置し連結する定置型に限る。）をいう。ただし、未使用品

（蓄電システムにあっては、未使用品であり、かつ、国が行うネット・ゼロ・

エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）化支援事業の対象製品として登録のあるもの）

に限る。 

 (5) 自家消費 対象設備により発電した電気を自ら居住し、又は居住する予定の市

内の住宅で使用することをいう。 

 （補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、住宅に対

象設備を設置しようとする個人であって、次の各号のいずれにも該当するものと

する。 



 (1) 次のいずれかに該当する者 

  ア 自己の所有に属する住宅に設置しようとする市内に居住する又は居住しよう

とする者 

  イ 他人の所有に属する住宅に居住し、当該住宅に設置しようとする市内に居住

する又は居住しようとする者 

 (2) 太陽光発電設備により発電した電気の一部又は全部を自家消費しようとする者 

 (3) 申請当該年度に対象設備を設置しようとする者 

 (4) 市税等を滞納していない者 

 （補助対象経費） 

第４条 補助対象経費は、対象設備のうち次に掲げる設備の設置（以下「補助事業」

という。）に要する費用（工事に要する費用を含む。）とする。 

 (1) 蓄電池本体 

 (2) インバータ 

 (3) 前２号に掲げるもののほか、市長が特に認めるもの 

 （補助金の額） 

第５条 補助金の額は、次のとおりとする。ただし、補助対象経費の２分の１を限度

とし、補助金の額に1,000円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。 

 (1) 太陽光発電設備と蓄電システムを同時に設置する場合 20万円 

 (2) 蓄電システムのみを設置する場合 10万円 

 （交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者は、対象システムに係る設置工事に着手す

る前に、小諸市蓄電システム導入補助金交付申請書（様式第１号。以下「補助金

交付申請書」という。）に次の書類を添えて市長に提出しなければならない。た

だし、市長が特に認めた場合は、補助金交付申請書を提出する前に着手すること

ができるものとする。 

 (1) 対象設備の設置に関する見積書の写し（費用の内訳が記載されているもの） 

 (2) 補助対象者が第３条第１号イに該当する場合にあっては、設置承諾書 

 (3) 対象設備の設置前の状況が確認できる写真 

 (4) 設置予定箇所の位置図（住宅案内図等） 

 (5) 太陽光発電設備及び蓄電システムの配置図 

 (6) 対象設備の形状、規格等が分かるもの（パンフレット等） 

 (7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

 （補助事業の内容変更等） 

第７条 補助金の交付の決定を受けた者は、補助事業の内容を変更し、補助事業を中



止し、又は廃止しようとするときは、遅滞なくその旨を市長に申請し、その承認

を受けなければならない。 

２ 前項に規定する承認の申請は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める

書類を提出して行うものとする。 

 (1) 補助事業の内容を変更しようとするとき 小諸市蓄電システム導入補助金変更

承認申請書（様式第２号） 

 (2) 補助事業を中止し、又は廃止しようとするとき 小諸市蓄電システム導入補助

金中止・廃止承認申請書（様式第３号） 

 （実績報告） 

第８条 補助対象者は、対象システムの設置等が完了した後、速やかに小諸市蓄電シ

ステム導入補助金実績報告書（様式第５号。以下「実績報告書」という。）に次

の書類を添えて市長に提出しなければならない。 

 (1) 対象設備の設置に要した費用に係る領収書の写し及び内訳書 

 (2) 対象設備の設置状況が確認できる写真 

 (3) 竣工検査の試験記録書の写し 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 実績報告の期限は、当該年度の属する日の３月31日までとする。ただし、市長が

認めたる場合は、この限りでない。 

 （補助金の請求） 

第９条 補助金額確定の通知を受けた者は、補助金額確定通知書の交付日から起算し

て30日を経過した日又は交付決定のあった日の属する年度の３月31日のいずれか

早い日までに、小諸市蓄電システム導入補助金交付請求書（様式第５号）を市長

に提出するものとする。 

 （発電量等の提示） 

第10条 市長は、対象設備を設置し、補助金の交付を受けた者（以下「設置者」とい

う。）に対し、対象設備を設置した月から起算して３年間、発電量、売電量、買

電量データ等の提示を求めることができる。 

 （財産の処分制限） 

第11条 設置者は、補助事業完了の翌月から起算して、蓄電システムを６年以内に補

助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供す

るときは、市長の承認を受けなければならない。 

 （補則） 

第12条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

 



   附 則 

 この告示は、令和４年４月１日から施行する。 

  



様式第１号（第６条関係） 

 

小諸市蓄電システム導入補助金交付申請書 

 

年  月  日 

（申請先）小諸市長 

                 （申請者） 
                  住  所 〒 

 
                  氏  名                
                  電話番号（   ）   － 
   

    年度小諸市蓄電システム導入補助金の交付を受けたいので、関係書類を添え

てか下記のとおり申請します。 

 なお、下記内容につきまして、現地確認の必要がある場合には承認します。 

 

記 

１ 設置する蓄電システムの内容 

設置場所 

所在地   小諸市 

所有者氏名  

設置計画 

（該当に☑） 
□太陽光発電設備と蓄電システムを同時に設置 

□蓄電システムのみを設置 

太陽光発電

設備の仕様 

メーカー名  

最大出力 
  

. 

  ｋＷ（小数点以下第２位未満の

端数四捨五入） 

蓄電システ

ムの仕様 
メーカー名 

 
蓄電容量 

ｋＷｈ 

着工予定日        年   月   日 

工事完了 

予定日 
       年   月   日 

添付書類（該当に☑） 

□ 対象設備の設置に関する見積書の写し（費用の内訳が記載されているもの） 

□ 自己所有する住宅ではない場合は、設置承諾書 

□ 対象設備の設置前の状況が確認できる写真 

□ 設置予定箇所の位置図（住宅案内図等） 

□ 太陽光発電設備及び蓄電システムの配置図 

□ 対象設備の形状、規格等が分かるもの（パンフレット等） 

□ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

２ 補助金交付申請額等 

３ 申請代行業者 

事業者名  担当者名  

事業者住所  電話番号  

申請額合計      円 総事業費           円 



（裏面） 

同 意 書 

年  月  日 

 

 

（宛先）小諸市長 

 

小諸市蓄電システム導入補助金の交付の申請にあたって、私の市税等の納付状況及

び住民基本台帳の記録の状況について、市長が関係部局に報告を求めることに同意し

ます。 

 

住所 〒 

 

氏名         

  



様式第２号（第７条関係） 

 

小諸市蓄電システム導入補助金変更承認申請書 

 

  年  月  日 

 

（申請先）小諸市長 

                 （申請者） 

                  住  所 〒 

 

                  氏  名                

                  電話番号（   ）   － 

   

    年  月  日付け   第   号で補助金の交付決定のあった 

年度小諸市蓄電システム導入補助金に係る事業の内容を下記のとおり 

変更したいので、承認してください。 

記 

１ 変更の内容 

変更内容 

（変 更 前） 

（変 更 後） 

変更の理由  

 

２ 添付書類 

（１）変更前と変更後の設置に係る費用の分かる書類の写し 

（２）その他市長が必要と認める書類 

  



様式第３号（第７条関係） 

 

小諸市蓄電システム導入補助金中止・廃止承認申請書 

 

  年  月  日 

（申請先）小諸市長 

                 （申請者） 

                  住  所 〒 

 

                  氏  名                

                  電話番号（   ）   － 

   

    年  月  日付け  第  号で補助金の交付決定のあった   

年度小諸市蓄電システム導入補助金に係る事業について、下記の 

とおり中止・廃止したいので、承認してください。 

 

記 

 

 １ 補助金申請額               円 

 

２ 補助事業の中止・廃止の理由 

  



様式第４号（第８条関係） 

 

小諸市蓄電システム導入補助金実績報告書 

 

年  月  日 

（申請先）小諸市長 

                 （申請者） 

                  住  所 〒 

 

                  氏  名                

                  電話番号（   ）   － 

   

  年  月  日付け  第  号で補助金の交付決定のあった  年度小諸市蓄

電システム導入補助金に係る事業ついて、下記のとおり実施しました。 

 

１ 設置した蓄電システムの内容 

設置場所 

所在地   小諸市 

所有者氏名  

設置内容 

（該当に☑） 
□太陽光発電設備と蓄電システムを同時に設置 

□蓄電システムのみを設置 

太陽光発電

設備の仕様 

メーカー名  

最大出力 
  

. 

  ｋＷ（小数点以下第２位未満の

端数四捨五入） 

蓄電システ

ムの仕様 
メーカー名 

 
蓄電容量 

ｋＷｈ 

系統連系に

係る契約日 
       年   月   日 

添付書類（該当に☑） 

□ 対象設備の設置に要した費用に係る領収書の写し及び内訳書 

□ 対象設備の設置状況が確認できる写真 

□ しゅん工検査の試験記録書の写し 

□ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

 

２ 補助金交付申請額等 

申請額合計      円 総事業費           円 

  



様式第５号（第９条関係） 

 

小諸市蓄電システム導入補助金交付請求書 

 

  年  月  日 

                 （申請者） 

                  住  所 〒 

 

                  氏  名                

                  電話番号（   ）   － 

 

     年  月  日付け   第   号で確定のあった 

  年度小諸市蓄電システム導入補助金を下記のとおり請求します。 

 

記 

 

１ 確定金額             円 

 

２ 請求金額             円 

 

３ 振込先  

金融機関名 
銀行・農協 
組合・金庫 

本店・支店 

本所・支所 

預貯金の種別 普通 ・ 当座 

口座番号  

フリガナ  

口座名義  

 


